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を 2160 0C から 27300C までの範囲で75秒かけて昇温するとフィラメントの伸びが600~800% にも達し、
従来の100~ 150% に比べて飛躍的に優れた延性を示すことを明らかにした。
第 9 章は全体の結論でタングステン線の二次再結晶後における延性を向上するために行なった製造
冶金的検討の結果を総括的に述べ、本研究で得た結果はタングステン線を使用するあらゆる光源や電
子線源などにも広く適用できることを記述した。
論文の審査結果の要旨
本論文は従来から光源や電子線源に広く利用されて来たタングステンフィラメントの信頼性および
寿命を飛躍的に向上させるために、とくに、タングステン線の二次再結品後の延性を増大させる必要
があることに注目し、その製造プロセスに対する粉末冶金および加工冶金の立場からの検討を加え、
あわせて、タングステン線の再結品現象および二次再結品後にむける延性向上との関係について研究
したものである。
まず、タングステン粉末に対する粉末冶金学的検討を加え、粉末に添加するドープ剤としてアルミ
ナが布効であること、また、希弗酸洗浄によって延性が向上することを明らかにするとともに、タン
グステン粉末の粒径が小さくなるほど、焼結性が向上することを明らかにして、超微粉を混合するこ
とにより庄粉性むよび焼結性の改善に成功している。
ついで、タングステン線の加工条件と再結品の関係について詳細に検討した結果、伸線加工時に適
切な中間焼鈍を行ないながら強加工を加えた後、 20000C 前後の温度で二次再結品を行なうとタングス
テン線の伸びが向上することを見出し、この二次再結品した線は長く成長したく321>またはく431>
選択方位を有する組大結品粒組織を有することを明らかにしている。
以上の基礎的研究結果を二重コイルフィラメントの製造プロセスに適用し、従来のフィラメントに
比して数倍の伸びを得ることに成功している。
以上のように、本論文は製造冶金学的に価値があり、工業上に寄与するところが大き lìO よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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